
生物多様性配慮への取り組み
　
昨
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

が

月
に
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
企
業
の
「
生
物
多
様
性
配
慮
」
に
対
す
る
認
識
も
底

上
げ
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
企
業
は
環
境
保
全
コ
ス
ト
を
「
リ
ス
ク
」
と
と
ら
え
て
き

た
が
、
コ
ス
ト

投
資

に
見
合
っ
た
効
果
を
享
受
で
き
て
初
め
て
「
企
業
は
継
続

し
て
多
様
性
配
慮
に
取
り
組
め
る
」
と
の
意
識
が
、
産
業
界
全
体
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
こ
う
し
た
企
業
の
コ
ス
ト
意
識
の
変
化
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
の
提
案
強
化
に
追

い
風
を
送
っ
て
い
る
。
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清水建設は中部大学と里山保全の研究
を通じて 都市の生物多様性保全の提
案に生かす（中部大の実験区画）
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鹿
島
は
他
社
に
先
が
け
て

い
ち
早
く
生
物
多
様
性
配
慮

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
社

が
重
視
す
る
の
は
、
指
標
や

生
態
系
回
復
に
活
用
で
き
る

機
能
を
持
つ
「
ツ
ー
ル
」
。

　
そ
の
代
表
が
街
中
で
ミ
ツ

バ
チ
を
育
て
る
「
鹿
島
ニ
ホ

ン
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
ミ
ツ
バ
チ
は
花
の
蜜

を
集
め
る
時
に
受
粉
す
る
。

そ
の
植
物
の
実
を
食
料
に
す

る
鳥
が
増
え
、
さ
ら
に
周
辺

の
害
虫
を
エ
サ
に
し
て
生
態

系
が
安
定
す
る
。
こ
う
し
た

ミ
ツ
バ
チ
の
行
動
特
性
を
利

用
し
、
地
域
の
生
物
多
様
性

回
復
に
結
び
つ
け
る
。

　
大
成
建
設
は
生
物
多
様
性

に
配
慮
し
た
、
環
境
対
応
型

の
工
業
団
地
を
造
成
し
て
分

譲
販
売
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
を
推
し
進
め
る
。
こ

の
「
富
士
山
南
陵
工
業
団

地
」
は
生
物
多
様
性
に
配
慮

し
た

年
後
の
理
想
の
姿

を
造
成
計
画
に
織
り
込
ん

で
、
静
岡
県
富
士
宮
市
に
同

社
が
独
自
に
造
成
。

　
環
境
時
代
に

工
業
団
地

は
ど
う
あ
る
べ
き
か

の
提

案
だ
。
こ
の
工
業
団
地
は
特

に
、
環
境
対
策
の
財
務
基
盤

も
弱
く
専
門
担
当
者
も
少
な

い
中
小
企
業
で
あ
っ
て
も
、

本
格
的
な
生
物
多
様
性
に
配

慮
で
き
る
。
大
手
取
引
先
か

ら
環
境
対
応
を
迫
ら
れ
る
、

中
小
工
場
の
悩
み
を
解
決
す

る
提
案
だ
。

　
都
市
の
開
発
は
環
境
配
慮

が
計
画
の
前
提
条
件
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
投
資
効
果
が

予
測
で
き
る
省
エ
ネ
技
術
と

比
べ
、
生
物
多
様
性
配
慮
は

効
果
が
見
え
に
く
い
ほ
か
結

果
確
認
も
数
年
先
に
な
る
。

こ
の
こ
と
が
対
策
投
資
の
進

行
を
阻
害
し
て
い
る
言
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
点
に
着
目
し
た
の
が

清
水
建
設
。
中
部
大
学

愛

知
県
春
日
井
市

と
２
０
１

０
―

年
度
に
進
め
て
い

る
、
同
大
内
で
の
「
里
山
保

全
」
の
共
同
研
究
な
ど
を
通

じ
て
独
自
に
生
物
多
様
性
を

評
価
す
る
技
術
を
開
発
。
現

状
で
想
定
で
き
る
影
響
を
建

築
物
な
ど
の
パ
ー
ス

完
成

予
想
図

に
反
映
し
可
視
化

す
る
技
術
を
開
発
す
る
。
工

場
に
も
生
物
多
様
性
の
提
案

が
求
め
ら
れ
る
と
見
て
お

り
、
こ
の
パ
ー
ス
技
術
を
生

か
し
た
計
画
提
案
を
進
め
る

考
え
だ
。

　
生
産
現
場
に
も
ゼ
ネ
コ
ン

の
生
物
多
様
性
配
慮
技
術
が

生
か
さ
れ
て
い
る
。
竹
中
工

務
店
は
ニ
ッ
ク
ス
と
、
生
物

多
様
性
配
慮
の
防
虫
建
材

「
Ａ
Ｒ
バ
グ
バ
ン
パ
ー
　
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
シ
リ
ー

ズ
」
を
共
同
開
発
し
、
工
場

へ
の
適
用
を
推
進
す
る
。

　
こ
の
バ
ン
パ
ー
は
樹
脂
製

で
虫
が
嫌
う
忌
避
成
分
を
含

浸
、
さ
ら
に
形
状
を
逆
Ｕ
字

形
に
加
工
。
工
場
の
開
口
部

周
囲
に
取
り
付
け
る
と
虫
が

嫌
っ
て
近
づ
か
な
い
。
ム
カ

デ
な
ど
昆
虫
以
外
の
害
虫
も

逆
Ｕ
字
の
形
状
が
虫
返
し
の

機
能
を
発
揮
し
侵
入
を
防

ぐ
。
食
品
や
医
薬
品
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
工
場
へ
の
昆
虫

混
入
が
悩
み
の
種
。
従
来
は

殺
虫
剤
散
布
や
薫
蒸
が
一
般

的
だ
が
、
人
と
生
物
の
生
活

エ
リ
ア
を
「
穏
や
か
に
分
け

る
」
と
い
う
問
題
意
識
が
、

新
建
材
を
生
み
出
し
た
。

　
大
林
組
は
自
然
環
境
の
再

生
と
い
う
視
点
で
、
生
物
多

様
性
配
慮
の
技
術
を
発
揮
す

る
。
環
境
省
の
委
託
に
よ
り

高
知
県
の
竜
串
海
中
公
園
地

区
で
、
サ
ン
ゴ
礁
再
生
の
た

め
浚
渫
工
事
を
実
施
し
た
。

し
ゅ
ん
せ
つ

　

年
に
高
知
県
を
襲
っ
た

「
西
南
豪
雨
災
害
」
で
土
砂

が
竜
串
海
中
公
園
に
多
量
流

入
、
サ
ン
ゴ
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
浚
渫
工
事
は
同

地
区
に
堆
積
し
た
泥
土
を
、

海
水
と
と
も
に
ホ
ー
ス
で
吸

引
し
て
除
去
。
こ
の
海
水
は

ポ
ン
プ
で
処
理
プ
ラ
ン
ト
に

送
り
、
凝
集
剤
で
海
水
と
泥

に
分
離
す
る
。
こ
の
工
事
に

よ
っ
て
自
生
す
る
、
卓
上
ミ

ド
リ
イ
シ
群
集
が
本
来
の
姿

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
戸
田
建
設
は
明
治
大
学
と

共
同
で
、

年
度
を
め
ど
に

生
物
多
様
性
保
全
の
計
画
ノ

ウ
ハ
ウ
を
確
立
す
る
方
針

だ
。
戸
田
建
は
こ
の
技
術
を

用
い
て
、

年
度
に
も
都
市

部
の
大
型
再
開
発
物
件
な
ど

に
初
適
用
す
る
考
え
。

　
同
社
は
明
治
大
の
依
頼
で

川
崎
市
麻
生
区
の
丘
陵
地
に

月
完
成
予
定
で
「
明
治
大

学
黒
川
新
農
場
」
を
整
備
し

て
い
る
。
こ
の
農
場
で
絶
滅

危
惧
種
や
希
少
種
生
物
の
保

全
、
里
山
の
再
生
に
向
け
た

研
究
を
開
始
し
た
。
施
設
完

成
後
は
１
―
２
年
間
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
計
画
技
術

を
実
用
化
す
る
。


